
学校再編に関する地域説明懇談会 会議録 

 

１．日 時  令和６年２月１７日（土）午後７時から午後８時３０分まで 

 

２．会 場   白川北ふれあいセンター 

 

３．参加者  別紙名簿のとおり ８名 

       町教育委員会：鈴村教育長、大岩課長、玉置学校再編専門監、小池 

 

４．資料等  別紙のとおり 

 

５．記 録 

（１）開会あいさつ 大岩課長 

 

（２）資料説明   鈴村教育長（19:03～19:33） 

      補足説明   鈴村教育長（19:33～19:38）※蘇原、佐見地区での質疑等の共有 

 

（３）質疑・意見等   

〇30代 女性 

・私の子どもはまだ小さいが、今後のことを思って参加した。４月からは、白川中学校のバ 

レーボール部の指導者のサポートをすることになっている。そうした中、最近見た報道の中 

で授業時間の短縮が検討され、短縮分を学校が自由に使えるような計画になっていること 

に注目したが、中学校の場合、下校時間は何時であるか。 

〇鈴村教育長 

・正確な時間は分からないが、１６時までには帰りの会を終えている状況である。また、授 

業時間の短縮については、国において今後検討されているようであるが、具体的な内容につ 

いては決まり次第通知がくると思っている。 

〇30代 女性 

・部活動に参加する生徒は、そのまま学校に残っているのか。 

〇鈴村教育長 

・白川中学校については、夏は１６時頃から部活動に入っているが、冬は下校時間が通常よ 

りも早く、ほとんど部活動としてはできていない状況である。１７時から部活動ではなく、 

クラブ活動の時間が始まるため、参加する生徒は、１７時まで地域未来塾（小学生でいう放 

課後児童クラブ）に入って学校に残っている。 



〇30代 女性 

・クラブ活動が終わった後は、保護者が学校まで迎えにきているのか。 

〇鈴村教育長 

・クラブ活動がある日は、１７時から１９時までを基本の時間として行っているが、保護者 

に送迎をお願いしている。ただし、佐見地区の生徒については、学校から家までの距離が長 

いため、特例という形でバスを出している。今後統合が進んでいった場合の町全体における 

送迎の体制については検討事項の一つである。 

〇30代 女性 

・私は、中学生の時に教育長と一緒にイタリア・ピストイア市への派遣事業に参加した。イ

タリアでは、給食以外におやつの時間があったことを覚えている。保育園にはおやつの時間

があるが、今の小・中学生には給食時間以外に何か食べるという時間は設けられていない。

特に遠くから通学する児童や生徒の中でも、クラブ活動までやっている生徒については、給

食後から夜まで何も食べずに過ごしていることを思うと、体に必要な糖分や栄養バランス

を考えた時に、何か考えてあげられることがあれば良いと考えるがどうか。 

〇鈴村教育長 

・これまで各地区で説明会や懇談会を行ってきたが、初めて出た意見であった。中学生の中

でも、特に佐見地区から通学している生徒については、朝早くから夜まで給食以外は何も食

べずに過ごしている状況である。今後統合が進み、施設一体型小・中学校になった場合、朝、

家を出る時刻は少し遅くなる。ただし、それは僅かなことであり、貴重な意見として検討さ

せていただく。 

 

〇60代 男性 

・自分の子どもについては、成人しているため新校舎に入ることはないが、実際に新校舎に

入ることとなる子どもたちが過ごしやすい校舎になれば良いと感じた。ただし、新庁舎の建

設が当初の計画よりも遅れており、この校舎建設についても計画通りに進んでいくのか心

配するところはある。部活動の地域移行が進んでいるということであるが、土日に部活動を

行っている教員には手当が出ているのか。 

〇鈴村教育長 

・部活動については、学校の教育活動の一つであるため、校長の管理の下で行っており、ク

ラブ活動については学校から切り離す形で行っている。平日の部活動については手当はな

いが、土日に部活動を行った場合は、教員に対して特殊勤務手当が支払われている。クラブ

活動については、今年度から地域指導者に謝金を支払っている状況であるが、部活動の地域

移行に関する部分については、まだまだ課題が多くあると感じている。黒川中学校には、ク

ラブ活動がないため、部活動だけが行われている。年々人数が減っていく中で、どこまで続



けていけるか分からないが、毎年行われている夏の中体連には、これまでの部活動に加えて

クラブ活動に所属している生徒も出場できるようになった。この部活動とクラブ活動につ

いても、統合が進んでいくと色々と検討していかなければいけない課題がある。 

 

〇50代 男性 

・仮に今回の説明があった通りに計画が進んだ場合、今の白川小学校も空き校舎となること

になる。地域から学校が無くなることは寂しいが、空き校舎となった場合の後利用は何か予

定があるのか。 

〇鈴村教育長 

・現在の所、具体的な計画はない。旧佐見小学校の校舎については、文科省のみんなの廃校

プロジェクトに登録がしてあり、興味のある企業等があれば、有効活用していただけること

になっている。体育館については、歌舞伎ができる施設として活用されることとなり、プー

ルについては、佐見小学校の授業で引き続き使用している状況である。現在の黒川小学校は

築年数が黒川中学校よりも経過しているため、統合が計画通りに進めば、現在の黒川中学校

の校舎を黒川小学校の校舎として利用したいと考えている。現在の白川小学校のプール、蘇

原小学校の炭焼き窯は、統合後も活かしていきたいと思っているが、いずれにせよ、各地区

の空き校舎のその後の利用については検討課題の一つである。 

 

〇50代 男性 

・スポーツリンク白川の理事をやっているが、部活動の地域移行の件については、リンクに

も非常に関わってくる話である。先日役員会を行ったが、細かい所まで伝わっていない部分

があるように感じたので、話し合いの場を作ってもらえるとありがたい。また、特に年代が

高い方からすると、校舎の建設については自分に関係ないことから関心が薄いかもしれな

いが、今回の様な懇談会の場を今後も大事にしていってほしい。 

〇鈴村教育長 

・他の地区でも、今回の様な懇談会を定期的にやってほしいという意見があったが、蘇原地

区の懇談会の場で、計画通りに統合が進んでいった場合、蘇原小学校が無くなることを知ら

ない方もお見えであった。現在の計画については、これまでも説明を行ってきているが、ま

だまだ伝わっていないと感じたので、引き続き説明する場を持つ予定でいる。スポーツリン

クとの連携についても細かく調整していきたいと思っている。 

 

〇60代 男性 

・今日の懇談会に参加人数が少ないのが残念である。先ほど教育長が蘇原小学校が無くなる

計画になっていることを知らない方がいると言われたが、この白川北地区でも、白川小学校



が無くなることを知らない方はまだまだいると思う。まだ統合の計画までには時間がある

ため、細かく周知をしていってほしい。細かい部分については、議会の方で質問させてもら

うが、現在感じていることだけお伝えすると、出生数については年間で１０人ほどしかいな

いのが寂しく感じている。今後も同様の推移となれば、３小１中体制、すべての学校を一体

にした統合は必要だと考えるが、地域によっては、いつまでも地域に学校を残してほしいと

いう声があるのも事実であるため、今回の様な説明会・懇談会を定期的に開催していただき、

保護者や地域の声をたくさん聞いてもらいたいと感じている。また、冒頭でも話があったが、

新庁舎の建設が遅れているため、この校舎の計画についても金額やスケジュールなどにつ

いて心配するところはある。 

〇鈴村教育長 

・先ほども申し上げたが、今日は初めて出た意見もあって大変ありがたい時間であった。杉 

山議員がおっしゃったように、統合に向けた課題はたくさんあり、庁舎の関係もあって財政 

面もしっかりと考えていかなければならない。まだ基本計画、基本設計の段階であるが、次 

は夏頃に、今回と同様の説明会・懇談会を行いたいと考えているので、引き続きご理解をお 

願いしたい。 

                             （２０：３０閉会） 


